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U. semicircula，U. spinidactylusと命名し，新種として記載を行った。 
また，砂岩に生息する種類以外に，泥干潟には既知の4種のアナジャコ類（U. carinicauda，U. miyakei，U. sakaii，
U. yokoyai）が生息することが確認された。 
 南西諸島におけるアナジャコ類の分布は，各島によって異なっていた。奄美大島にはU. carinicauda，U. sakaii，
U. yokoyaiの3種が生息していた。沖縄本島にはU. carinicaudaとU. yokoyaiの2種の生息が確認された。石垣島ではU. 




ャコ類の生殖孔の位置を調べると，U. carinicauda，U. sakaii，U. snelliusi，U. semicirculaの4種では，第3，第5歩脚
の両方の基節に生殖孔が開口している個体が見つかった。そこで，1対の生殖孔しか持たない個体はForm I，2対の
生殖孔を持つ個体はForm IIと名づけ，第1腹肢の有無によって雌雄を区別した。 
その結果，U. iriomotensis，U. miyakei，U.saigusai，U. spinidactylus，およびU. yokoyaiの5種では，雌雄ともにForm 
Iだった。一方，U. carinicaudaでは雄の約10％，U. sakaiiでは約15％，U. semisirculaでは約60％，そしてU. snelliusi
















割合が種によって異なることを見出した。即ち，U. iriomotensis U. miyakei，U. saigusai，U. spinidactylus，
および，U. yokoyaiの５種では，雌雄ともにFormIであるが，U. carinicaudaでは雄の約１０％，U. sakaii
では約１５％，U.semisirculaでは約６０％，そしてU.snelliusiでは約９０％がFormII雄で，残りの個体は
FormI雄であった。一方，U.sakaiiでは，抱卵雌を含む全ての雌がFormIIであった。体長の分布と各Form
の割合に相関がなかったことから，この二型の存在は，現在では雌雄異体を示すアナジャコ類の祖先が，
性転換あるいは雌雄同体の生殖様式をとっていた可能性を示唆するものと考えられた。  
 本研究成果は，甲殻類生物学の研究分野の進展に大いに貢献するものであり，博士の学位に値するも
のと判断する。
